
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ひさめ

サラマンダー
サラマンダー

UGNエージェントB

素体

義理の両親
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レネゲイド UGN4 5
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Dロイス：複製体
灰山塵：BK

桐生　里奈：WH
シナリオロイス：
PC間：一条　一

自由枠：
自由枠：

尊敬
好意

同情

悔悟
不安

嫌気

Rブースター

6 6

ワーディング

リザレクト

氷の回廊

C：サラマンダー

結合粉砕

氷の塔

プラズマカノン

ハードワイヤード

先陣の火

凍結保存

変貌の果て
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

飛行状態で戦闘移動　距離：+（LV*2）ｍ

C値：-LV（下限7）

D：+LV個　装甲無視

A：+（LV*3）　同エンゲージ不可　射程・対象変更不可

A値：+（LV*5）

専用アイテムLV個取得

行動値：+（LV*5）　シーン１回

人体を【凍結】できる

体がオリジナルとは違う所がある。

UGN幹部が手塩にかけて訓練されたチルドレンであり、現在はエージェントとして活動している。
氷のエフェクトの扱いに長けており、その能力から『貴重なレネゲイドを有する存在』を捕縛する戦力として扱われていた。
体には多くの情報が組み込まれており、戦闘外でも補助行動が行えるように調整されている。

両親は直属であったが、今は霧谷の管轄に派遣されている。
性格はおとなしく、人当たりがよい。あまり他人と争うこともなく任務に忠実である。

ここから下はリバースハンドアウト関係
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
レネゲイドキラーを求める理由は、『オリジナルのジャーム化』を回復させることである。
義理の両親は元の『オリジナル』の両親であり、ジャーム化した事実を受け入れられずに、当時既に禁止されていた複製体に手を出してしまう。
その結果生まれたのが、ひさめ　であった。
しかし、生まれ落ちた時から姿が成長せず、子供の姿のままであり、顔や体格は当時のオリジナルにそっくりだが
髪の色・目の色などが違っている。
そのため、両親は、彼女に『オリジナル』の捕縛をさせ凍結保存をさせている。
いまは『ジャーム化を止める』薬を探してこいと命令を受けている。

これを達成すれば、『ひさめ』の居場所は『オリジナル』に取って代わってしまう。
それに対しては、『オリジナル』が帰ってきた時に場所がないとは可愛そうだし、自分は元々『いない存在』である
と考え、そのときが来たら自分を凍結保存するつもりであるようだ。それがどんな気持ちなのかは分からないが。
『借り物の居場所』に居続けるよりは良いと想い、任務についている。
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